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	労使関係セミナー in大阪
	基調講演

	雇用終了をめぐる裁判例の動向
	〜判例から読み解く！退職の意思表示は有効か、退職勧奨はどこまで許されるか〜

	退職の意思表示の成否・効力
	労働者の退職の意思表示の種類
	辞職の意思表示
	合意解約の申込みの意思表示

	意思表示の確定性・明確性（1）
	・退職の意思表示は確定的かつ明確なものでなければならない。
	・否定例

	意思表示の確定性・明確性（2）
	・肯定例
	（A病院事件・札幌高判令和4・3・8労判1268号39頁）


	退職の意思表示の撤回
	辞職の意思表示
	・意思表示が使用者に到達した後は撤回不可

	合意解約の申込みの意思表示
	・使用者が承諾の意思表示をした後は撤回不可
	・合意解約の承諾の意思表示の成否


	退職の意思表示の瑕疵（1）
	心裡留保
	・退職の意思表示が真意ではないことを使用者が知っているか、知ることができた場合には、当該意思表示は無効となる（民法93条但書）。

	詐欺・強迫
	・意思表示を取り消すことができる（民法96条1項）。


	退職の意思表示の瑕疵（2）
	錯誤
	・錯誤が重要なものであるときは、意思表示を取り消すことができる　（民法95条1項）。
	・動機の錯誤
	　当該事情が意思表示の基礎とされていることが表示されていた場合に　は、当該意思表示を取り消すことができる。


	近時の裁判例（1）
	　・退職の意思表示について、自由な意思に基づく同意の法理を適用する例
	【結論肯定】
	特別退職一時金の支払い／退職時期についての交渉に成功／退職合意書案の受諾の返答の早さ／退職勧奨に応じない場合に「解雇となってしまう可能性が高い 」との説明は不適切ではない
	（アナログ・デバイセズ事件・東京地判令和7・5・23労経速2600号21頁）
	退職合意に至らない場合に解雇する考えを現実に有しており、労働者もこれを認識／解雇となる場合より相当の利益のある内容での退職／当初案より有利な退職条件
	（イーレックス事件・東京地判令和4・2・3労働判例ジャーナル125号44頁）


	近時の裁判例（2）
	　・退職の意思表示について、自由な意思に基づく同意の法理を適用する例
	　Xは協調性の欠如を理由に解雇を告げられ退職勧奨を受けたが、その際に、上司の手を振り払って退出


	近時の裁判例（2）
	　Xは実際には記録されていなかった防犯カメラの映像に本件暴行の場面が記録されており，これを前提として懲戒解雇や損害賠償請求が認められると言われ、在職を希望する言動から退職を前提とした退職条件の交渉に移行して退職合意書等に署名した。
	　本件面談当時、普通解雇事由又は懲戒解雇事由を基礎付ける事実は存在せず、Xの退職の意思表示に瑕疵がなかったとはいえない。   　 　

	退職勧奨の適法性
	退職勧奨の適法性
	不法行為に基づく損害賠償責任
	その他

	近時の裁判例
	　XはY社の4トンウイング車乗務員の求人に応募

	近時の裁判例
	→服薬等があるのであれば雇用を継続することは難しいとの本社の意向を受け、所長がXに架電し、退職手続のために翌日出社するよう求める

	近時の裁判例
	・本件の退職勧奨行為自体は、その具体的内容や態様、これに要した時間等からみて、執拗に迫って退職の意思表示を余儀なくさせるような行為であったとまでいうことはできず、退職に関するXの自由な意思決定を阻害するものであったとは認め難い。
	・Y社は、Xが精神障害等級３級との認定を受け，通院して服薬治療を受けていることのみをもって、その病状の具体的内容、程度は勿論、主治医や産業医等専門家の知見を得るなどして医学的見地からの業務遂行に与える影響の検討を何ら加えることなく、退職勧奨に及んだ。
	→Y社の退職勧奨行為は、自由な意思決定を阻害したものとまで評価できないにしても、障害者であるXに対して適切な配慮を欠き、人格的利益を損なうものであって、不法行為を構成する。 　 　　   　 　


